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福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する最終報告書について 
 
 
 

本学では、福島に望まれる農学系人材養成機能のあり方について検討するた

め、福島県やＪＡ福島中央会の協力の下、昨年４月に「福島大学農学系人材養

成機能のあり方に関する協議会（以下「協議会」）」及び「福島大学農学系人材

養成機能のあり方に関する検討会」を設置し、検討を重ねてまいりました。 

この度、協議会において「最終報告書」が取りまとめられましたので、別紙

のとおり、お知らせいたします。 
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Ⅰ．はじめに 

 

 福島県は、平成23年３月の東日本大震災及び原子力発電所事故により、極めて甚大な被害を被った。 

 とりわけ福島における農業については、放射能汚染対策、帰村と営農再開、風評被害対策と新たな産地形成

等という課題に直面し、復興に向けた関係者の闘いが今も続いている。これらのうちいくつかは、震災・原発

事故により引き起こされた問題であると同時に、今後さらなる少子・高齢化社会を迎える我が国が共通して抱

える課題である。その意味では、福島の農業の復興は、将来の日本の農業全体の振興につながると言っても過

言ではない。 

 そのような中、福島大学は、福島県に存する唯一の国立大学として、これまで、福島県等の自治体及び関係

機関とともに地域の復興支援に取り組んできた。 

 なかでも農業分野については、様々な形で今後の農業を担う「農学系人材」の養成に関する関係機関からの

大学への要請等を重く受け止めるとともに、ふくしま未来食・農教育プログラムをはじめとする各種活動を通

して、震災・原発事故の被害からの農業の復興、さらには新たな時代の農産業の創出のための人材育成や放射

能対策を含めた知識・技能の習得を恒常的に行うことができる「農学系人材の養成機能」はどうあるべきかを

検討する必要性を強く認識したところである。 

 このため、学内に「福島大学農学系人材養成機能調査室」（以下「調査室」と表記）を設置し、農学系教育・

研究機能のニーズ等の調査を行うとともに、農学系人材養成機能の検討にあたっては、学内者のみによるので

はなく、地元自治体や農業関連団体の意見を踏まえる必要があるとの考えのもと、「福島大学農学系人材養成機

能のあり方に関する協議会」（以下「協議会」と表記）及び「福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する検

討会」（以下「検討会」と表記）」を設置し、検討を重ねてきた。平成 27年 11月には、調査室における現段階

の調査結果や、協議会及び検討会での議論を踏まえ、協議会として福島大学における農学系人材養成機能のあ

り方について一定の整理を行い、「福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する第一次報告書（平成 27年 11

月）」（以下「第一次報告書」と表記）として取りまとめた。調査室は平成28年 3月をもって調査実施の役割を

終え、平成28年4月には、その機能を発展的に引き継ぐ農学系教育研究組織設置準備室（以下「準備室」と表

記）を設置した。 

本報告書は、第一次報告書を受けて準備室が検討したカリキュラム体系、教員組織、地域連携のあり方を土

台に、協議会及び検討会において議論を重ねた結果を取りまとめ、福島大学に新たに設置する学士課程レベル

の農学系人材養成機能及び組織について、その方向性を提示するものである。 
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Ⅱ．福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する協議会及び検討会の開催概要 

 

１．福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する協議会及び検討会第１回合同会議 

（１）開催日程 

日  程： 平成２７年５月２５日（月） １０：３０～１１：３０ 

場  所： 福島県庁 西庁舎１２階 講堂 

議  題： １．福島大学における農学系人材養成のあり方について 

 ２．福島大学農学系人材養成機能調査室における調査内容について 

 ３．自由討議 

 ４．その他 

出席状況： 出席者１２名 欠席者６名 

（２）議事概要 

  資料に基づき福島大学の概要、震災後の取組み、協議会、検討会、調査室設置の趣旨、担当事項、今後の開

催スケジュールについて、また調査室における調査内容、うつくしまふくしま未来支援センターにおける食料・

農業分野の支援活動、ふくしま未来食・農教育プログラムについて説明が行われた。 

  次いで自由討論として県内の今後の農業の展開方向について、日本学術会議における農学系の定義について

の確認、どの分野を軸とするのかについて、養成すべき人材像について（農業現場の担い手像、地域全体のコ

ーディネーター・マネージャー、農業分野のエンジニア等）、国内の農学系学部の設置状況、および海外農学系

学部における特徴（農学系大学の位置づけ、地域との関係性、卒業後の研究・養成プログラム）について等の

議論が行われた。これを受け既存農学部の動き、人材養成および新組織の特徴とすべき点について調査及び検

討を進めていくこととなった。 

 

 

２．第２回福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する検討会 

（１）開催日程 

日  程： 平成２７年７月７日（火） １０：００～１１：３０ 

場  所： 福島県庁 本庁舎５階 企画調整部政策監室 

議  題： １．近県農学部への進学状況について 

 ２．全国の農学系学部の設置状況について 

 ３．福島県内高等学校進路指導者向けアンケートについて 

 ４．地域が求める農学系人材について 

 ５．その他 

出席状況： 出席者１３名 

（２）議事概要 

  資料に基づき、本県高校生の近県農学部への進学状況について、全国の農学系学部の設置状況について、ま

た福島県内および近県高等学校進路指導者向けの「福島に望まれる農学系人材の養成機能に係る調査」（高校進

路指導者向けアンケート）の設計について説明が行われた。 

  次いでアンケート設計の修正意見があり、修正の後調査実施が決定された。地域が求める農学系人材養成組

織像および人材像について意見交換が行われ、福島大学に設置を目指す農学系人材養成組織においては、地域

で必要とされる分野を中心に、総合科学としての農学を意識しながら分野構成を検討し、運営に当たっては既

存の学類と連携しながら教育・研究を行うといった方向性が確認された。 
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  また、検討会として、農学系人材養成機能のあり方の検討にあたっては、総合科学としての「学類・学部」

レベルの人材養成組織を早くて平成３０年度設置を目途に検討とすることとした。 

  その他の意見として、教育プログラムについて、流通の仕組みや加工の現場などを学ぶといった実習を重視

するべき、農業高校の教員養成が逼迫していることから考慮いただきたいなどの意見が寄せられた。 

 

３．第３回福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する検討会 

（１）開催日程 

日  程： 平成２７年１０月２３日（金） １０：３０～１１：４０ 

場  所： 福島県庁 本庁舎５階 企画調整部政策監室 

議  題： １．調査報告について 

 ２．第一次報告書（案）について 

出席状況： 出席者１１名 欠席者２名 

（２）議事概要 

  資料に基づき、「高校進路指導者向けアンケート調査」、「企業・団体・自治体等向けアンケート調査」、「先行

大学におけるヒアリング調査」、「農業高校ヒアリング調査」の結果について説明が行われた。 

  次いで「福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する第一次報告書（案）」が提案され、農学系人材を養成

するための教育内容や今後のスケジュール等に関する質問等が寄せられた。検討会での協議を踏まえた修正を

委員長に一任し、協議会へ報告する第一次報告書（案）が了承された。 

 

４．第２回福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する協議会 

（１）開催日程 

   日  程： 平成２７年１１月６日（金）１４：１５～１５：１０ 

場  所： 福島大学 事務局棟２階 第２会議室 

   議  題： １．第一次報告書（案）（検討会）について 

         ２．第一次報告書（案）（協議会）について 

出席状況： 出席者９名 

（２）議事概要 

資料に基づき、第一次報告書（案）（協議会）が提案され、意見交換の後、①福島県の農業を取り巻く「特殊

性」「緊急性」が明確となるよう、本県の課題などを具体的に記載する、②「総合科学としての農学」の前に、

「福島県の現状を学び未来を築くため」等の文言を追加する、③「新たな学士課程」と既存の「環境放射能研究

所」、「うつくしまふくしま未来支援センター」、「食と農プログラム」の住み分けを明確にするために、既存の研

究所、センターの役割について説明を書き加える、④「学士課程レベル」のあとに「（学部）」を追加するといっ

た４点について修正した第一次報告書（協議会）を学長に報告することとなった。 

 

５．福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する第３回協議会及び第４回検討会合同会議 

（１）開催日程 

日  程： 平成２８年５月３１日（火）１０：００～１１：４０ 

場  所： 福島大学 事務局棟２階 第２会議室 

議  題： １．最終報告書（案）について 

出席状況： 出席者２０名  

（２）議事概要 
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資料に基づき、最終報告書（案）について説明が行われた。審議に入り、課題解決型プロジェクトと一体的に

実施する農学実践型教育を中心に質疑応答が行われ、①プロジェクトのテーマ設定、②履修年次、③他機関との

連携などについて意見が出された。また、「高大接続」や「社会貢献」に関する記述について、説明を書き加える

などの修正を行うこととした。修正した最終報告書（案）を次回合同会議において審議し、最終報告書として学

長に報告することとした。 

 

６．福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する第４回協議会及び第５回検討会合同会議 

（１）開催日程 

日  程： 平成２８年６月１５日（水）１３：１５～１４：２０ 

場  所： 福島大学 事務局棟２階 第２会議室 

議  題： １．最終報告書（案）について 

出席状況： 出席者１８名 欠席者２名 

（２）議事概要 

資料に基づき、前回出された意見及びその後に寄せられた意見に対する考えと修正内容について説明が行われ

た。審議に入り、Ⅳ.３.実践的農学教育を行うための食農教育カリキュラム体系、Ⅳ.４.新たな農学系教育研究

組織による社会貢献、の修正内容を中心に意見が出され、再修正を行うこととした。 

 審議の結果、再修正を協議会委員長に一任し、最終報告書（案）は了承された。また、後日寄せられた意見等

の扱いについても協議会委員長に一任することとした。再修正した最終報告書（案）は、最終報告書として学長

に提出することとした。 

 

７．福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する協議会及び検討会の開催概要 

農学系人材養成機能の検討にあたっては、学内者のみによるのではなく、地元自治体や農業関連団体の意見を

踏まえる必要があるとの考えのもと、協議会（組織代表により構成）及び検討会（実務担当者を中心に構成）を

設置した。 

平成27年10月には検討会が、調査室における現段階の調査結果や協議会との合同会議での議論を踏まえ、福

島大学における農学系人材養成機能のあり方について一定の整理を行い、検討会「第一次報告書（平成 27年10

月）」を作成し協議会へ提出した。それを受けて協議会は、「第一次報告書（平成27年11月）」を取りまとめ、

学長に報告した。この提案をうけて、福島大学は、大学改革・第３期中期目標・中期計画（2016年～2021年）

に「農学系人材養成組織の設立」を位置づけた。調査室は平成28年3月をもって調査実施の役割を終え、平成

28年4月には、その機能を発展的に引き継ぐ準備室を設置した。 

平成28年5月から6月には、協議会・検討会合同会議において、準備室が学士課程レベルの農学系教育研究

組織の設置を前提とした最終報告書（案）を提案し、協議を行った。合同会議（２回）による協議の結果を踏ま

え、修正した最終報告書を学長に提出することとなった。 
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Ⅲ．農学系人材養成機能調査結果 

 

１．本調査の基本的な考え方及び調査内容 

 福島大学は地域に開かれた大学として、農業が従来から抱えてきた課題への対処とともに、原発災害の最前線

にある高等教育機関として、その使命と課題に対応した特色ある教育・研究拠点の拡充について下記の諸調査に

基づいて検討を行った。 

 

① 県内に求められる農学系教育・研究機能のニーズ調査 

② 県内の青少年の農学系進学意向調査（学校調査） 

③ 農林水産業や食品産業など関連業界の就業調査  

④ 国内の教育・研究機関の調査等（新設校、既存校） 

 

 本調査は、高等学校における農学系への期待度や進学意向、食品・農業生産・流通関連企業及び農業生産法人

などの就業動向、地域振興・農村再生に関わるコーディネート機能調査、既存・新設大学農学部における農学教

育の実態などの基礎調査を行ったもので、これらを踏まえて、福島の農業の復興・産地再生に欠かせない人材養

成に関わる組織体制、カリキュラム、教育・研究施設、福島県内外の連携組織などを具体的に提示し、原子力災

害を経験した福島県における農学系人材養成組織の設置ビジョンを策定することとした。 

 

２．高校進路指導者向けアンケート調査結果 

 発送対象は、県内の公立校及び私立校全校と、福島大学に過去5年以内に1人以上の志願実績のある東北・北

関東地域の高校である。発送方法は県内公立校については福島県教育委員会を通じた配布、県内私立校及び県外

校については郵送で実施した。 

 総発送数は443通、回収率59.4％である。県内公立校は76.3％と高い回収率であった。 

 

（１）福島県内に農学系学部が設置された際の進学意向について 

  「①10 名以上はいると思う」との回答は少ないものの、「②数名程度はいると思う」及び「③１名いるかど

うかだと思う」の回答を合わせると約80％と高くなっており、設置された際の関心の高さが伺える。 

 

（２）福島大学に農学部等が設置された際に進学を薦めるか 

 本学農学部等の設置コンセプトが十分に決定されていない中、全体で47.3%、県内公立では59.4％が進学を

薦めると回答しており、期待の高さが伺える。 

 

（３）福島大学の農学部等で核とすべき分野について 

  MT比率（その設問に対し何％の人がYESと回答したかがわかる）から見ると、「④食品に関わる学問」の

比率が55〜70％と他よりも高くなっている。次いで、県内私立を中心に比率が高い「③生命の原理を探求する

学問」や、県内校が 40%強と高い「①作物を育てるための学問」、僅差で「⑤経済・経営の観点から農業を支

える学問」、「⑧動物に関わる学問」等が30%を超えている。 

 

（４）福島県に農学部等は必要か 

  「①必要だと思う」との回答は全体で 62.7％、県内公立校は 66.2％、同私立校は 77.8％と高く、期待が寄

せられている。「②どちらかというと必要だと思う」との回答を合わせると、全体で 88.9％が必要性を感じて
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いる結果となった。また、「④必要ないと思う」との回答が全区分においてゼロとなっており、県内及び県外か

らもその設置に対する期待の高さが伺える。 

 

（５）自由記述欄について 

  158 件の意見が寄せられた。最も多くみられたのは福島大学における人材育成の方向性について（どのよう

なポリシーで人材育成を行うべきか、高校や地域が望む人材育成像について）である。地域で活躍できる人材

の育成や総合科学の農学として、地域経済やアグリビジネス、育種や放射線対策といった複数の知識を有した

人材の育成を期待する声が寄せられた。 

  次に多く見られたのは、福島県（福島大学）に設置する意義についてである。福島県に設置することにより、

地域にとって有益な知識を持つ人材が地域に供給されることを期待する意見や、隣県に設置されている農学部

ではなく福島県に設置する意義を提案（放射線と植物・動物の関係、避難等による地域へのダメージとその復

興、海・山など豊富なフィールドを生かした教育等）する意見が多く寄せられた。 

  そのほか、放射線・放射性物質に対する研究、市民への情報提供を期待する意見、総合科学という（仮の）

コンセプトに対する賛成や反対が、主に農業高校からは、学力試験だけではなく、志の強い学生を受け入れる

仕組みの整備に対する要望、工学や商学など農学系ではない分野から安心して志望できる、入学後のフォロー

体制の整備を希望する意見、福島県農業短期大学校との役割の違いを明確にし、福島で活躍する人材育成に継

がる学部であって欲しいとの期待などが寄せられた。 

 

３．福島県内の企業・団体・自治体等向けアンケート調査結果 

 発送対象は、県内の企業・団体（農協等の農業団体、食品製造業者の協議会等）・自治体とした。県内農協には

単協（数市町村単位の農協）の他、県内の中央会、全農（全国農業組合連合会）や共済連（全国共済農業共同組

合連合会）が含まれている。市町村は被災地域も含めた県内全市町村を対象とした。福島県食品産業協議会は全

会員を対象とし、福島県工業クラブ（主に大企業）は食品・医療系の業種を対象とした。生協（生活協同組合）

は購買事業を行っている5生協を対象とした。就職先上位とは、福島大学卒業生の就職先のうち、直近5年間で

10名以上の就職実績がある企業を対象としている。地域金融機関とは、主に福島県に本部を置く金融機関である。

前述の就職先上位と重なる部分が多いため同一カテゴリとした。福島県ものづくり企業データベースとは、県の

商工労働部商工総務課が管理している県内の製造業者の基礎情報を集めたデータベースである。食料品・飲料で

抽出した上で重複を除いた企業を対象としている。うつくしまふくしま農業法人協会は、農業者の団体であり、

全会員を対象とした。 

 回答については、おもに採用単位で回答するように依頼している。（支社採用であれば支社の考え方を、一括採

用であれば本社の考え方を記述するように依頼している。） 

 合計発送数は353通、回収数は168通、回収率は47.6%である。農業法人協会の回収率が24.6%と低いものの、

そのほかのカテゴリはおおむね40〜60％となっている。 

 

（１）業種・本社所在地・職員数について 

  回答があった団体について、業種は「⑤食品製造業」が最多の35.6％であり、次いで「①市町村・県（自治

体）」、「⑩「その他（食品以外の製造業、小売・卸売・物流）」となっている。また、本社所在地は、福島県が

89.9%と高くなっている。 

 

（２）福島県に農学部等が必要とされているか、及び専門分野について 

 「①必要だと思う」との回答が 69％であり、「②どちらかというと必要だと思う」との回答と合わせると、
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89%が必要性を認めている。 

  農学部等が設置された場合にどの分野を重点的に措置すべきかでは、農協と市町村、就職先上位・地域金融

機関は「①作物を育てるための学問」と「⑤経済・経営の観点から農業を支える学問」への期待が大きく、食

品産業協議会、工業クラブ、ものづくり企業データベースは「④食品に関わる学問」への期待が大きく、次い

で「①作物を育てるための学問」と「⑤経済・経営の観点から農業を支える学問」である。生協は「④食品に

関わる学問」と「⑥地域・社会の観点から農業・農村を支える学問」に対する期待が大きい。農業法人協会は

①〜⑥に分散している。全体でみると「①作物を育てるための学問」が最多であり、次いで「⑤経済・経営の

観点から農業を支える学問」、3番目が「④食品に関わる学問」となっている。 

 

（３）採用意向・インターンシップ受け入れについて 

  全体では「①採用したい」が 52％と最多になっており、「②採用したいと思わない」との回答は 3％と少な

くなっている。「③どちらとも言えない」との回答も 45%と大きくなっているが、本学における農学部等設置

のプランニング、とりわけ養成する人材像についての詳細がまだ検討段階であり、十分に説明が出来ていない

ためであると考えられる。各カテゴリごとにみるとほぼ全体傾向と同様であるが、農協に関しては90%以上が

採用したいと回答しており、潜在的な需要が見込まれる。 

  福島大学に農学部等が設置された場合、学生のインターシップ(就業体験・実施研修)の受け入れについての

意向では、カテゴリごとにばらつきはあるが、「①積極的に受け入れたい」および「②受け入れても良い」との

回答が30〜50％となっており、一定数が受け入れを表明している。 

 

（４）自由記述欄について 

  52件の意見が寄せられた。 

  最も多かったのは福島大学において具体的にどのような研究を行って欲しいかという意見・要望である。 

  また、若者の県外流出を抑えるとともに、農業・農村・食品・流通などをより深く理解し、地域のことを考

え、地域と共に復興に向けて活動できる人材を求めている。 

 

４．先行大学調査「龍谷大学・徳島大学・高知大学ヒアリング調査」結果 

（１）龍谷大学 

①学部概要 

龍谷大学農学部は、2015 年4月に35年ぶりに新設された農学部である。龍谷大学は仏教系大学であり、校

舎は滋賀県の瀬田キャンパス内に置いている。新設に当たって校舎を新築しているが、3学科が新校舎を、1学

科（食料農業システム学科）が同じキャンパス内ながらやや離れた位置にある旧国際学科校舎を利用している。

４つの学科の学生定員（計 400 名）及び分野は、植物生命科学科（80 名、植物生理・生化学・植物遺伝学）、

資源生物科学科（120名、植物育種学、作物学）、食品栄養学科（80名、管理栄養士養成）、食料農業システム

学科（120名、農業経済学、基礎会計・経営・社会学など）となっている。設置時の母体となる学部等は無く、

全くの新規設置である。このため、教員は全員を新規採用している（ただし、各学部ごとに語学・教養の教員

を一定数配置するためその担当を除く）。学生の男女比は7:3〜6:4（食品栄養学科1:9）、教員数は64名である。

大学院は設置検討中であり完成年度（初年度入学生が卒業する年）までに設置を検討することとなっている。

入試体系が非常に細分化されているため、平均的な倍率をみることは難しいが、最も募集人数の多い一般入試

〔A日程〕の結果を見ると2.36〜7.33倍となっており、定員は十分に確保できていると言える。 

 

②各ポリシー、カリキュラム等の特徴 
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○龍谷大学農学部では、仏教系大学という特徴から、「いのち」、「食の循環」という点を重視したカリキュラム

設計となっている。また、自然科学領域に軸足を置きつつ社会科学領域をも包摂した農学教育を目指してお

り、それらを結びつけた教育展開及び入試制度が取られている。具体的には、農作物を基盤とした「食」の

「生産」から「加工」「流通」「消費」「再生」に至る一連の流れを「食の循環」として捉え、その各段階を各

学科が担い、そのなかで相互の交流・共通教育が図られるようになっている。 

○入試制度は、全学科で理系入試と文系入試の両方が実施されていることが特徴的である。植物生命学科及び

資源生物学科は理系の学問分野ながら学生定員の 10％は文系科目による入試を、食料農業システム学科は

40％は文系科目による入試を行っている。食品栄養学科は化学の知識が必須のため、理系入試のみである。

このような入試制度を採ることにより、高校時の履修スタイルによって基礎知識の差があるため、講義の水

準設定が難しくなる。このため、入学時にプレイスメントテストを義務づけ、下位 40 名は強制的に自身に

不足している生物や数学などの基礎知識（高校レベル）のリメディアル教育（要卒単位外）を受けることと

なる。 

○学科間の交流と土・農業に対する共通基礎教育を重視しており、全学生が農場実習を行っている。 

○農場は瀬田キャンパスから車で10分程度に位置する農事組合法人からの借地である。学生は実習時には100

名ずつバスで向かうこととなり、ほ場での作業のほか、地域の郷土学習なども行われている。 

 

（２）徳島大学 

①学部概要 

徳島大学生物資源産業学部は、2016 年 4 月に開設される農学系学部である。校舎は徳島市内の常三島キャ

ンパス内及び実習・研究用拠点用として徳島県から無償貸与された石井町の徳島県農業大学校跡地に新キャン

パスを設置予定である。設置学科は生物資源産業学科（学生定員100名）の1学科であり、応用生命コース（同

35 名）、食料科学コース（同 35 名）、生物生産システムコース（同 30 名）の 3 コースを設置予定である。教

員数は 45 名であり、基本的に既存の学部からの人事異動により配置されるが、新規採用も 6 名ある。大学院

は完成年度までの設置を検討している。 

 

②各ポリシー、カリキュラム等の特徴 

○徳島大学生物資源産業学部では、養成する人材像として、「1次産業、食料、生命科学に関する幅広い専門知  

識と、生物資源の製品化、産業化に応用できる知識と技術を有し、国際的視野に立って、生物資源を活

用した新たな産業の創出に貢献できる人材を育成する」ことを掲げている。また、教育の特徴として「最

新の生命科学技術を応用した生物資源の生産及び加工に加えて、市場ニーズに合致した製品化と起業化に

必要な経営、商品開発等の基礎知識を総合的に学ぶ」としており、生物資源、工学と経営、流通といった

多方面をフォローできる人材の育成を目指している。 

○各コースとも農学の一般的教養を重視しており、学科共通となる科目が多く設定されている。またディプロ

マポリシーとして、入学後の学修フォローアップを重視しており、クラス担任が学修状況をチェックする制

度（「ラーニングポートフォリオ」）を有している。 

○カリキュラムにおいて「現場」での経験を積ませることを重視しており、3 ヶ月以上のインターンシップを

必修としている。 

○入試制度については、徳島県内の農業高校等と連携した制度の構築を検討中である。 

○徳島県の農業大学校跡地の無償貸与のほか、役職員の人事交流も行われるなど、徳島県との協力体制を構築

している。 
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（３）高知大学 

①学部概要 

高知大学地域協働学部は、2015 年 4 月に開設された農村等地域社会の発展をねらいとした学部である。校

舎は高知市内の朝倉キャンパス内のプロジェクト研究棟を拠点としている。基本的には学内の既存資源の再編

により設置されたものであり、新たな校舎の設置等を行う予定は無い。設置学科は地域協働学科（学生定員60

名）の 1 学科であり、コース設定等も無く 60名が同一のカリキュラムで学んでいる。教員数は 24 名であり、

既存の学部等からの人事異動により配置されているが、新規採用も 2名ある。初年度の入試倍率は4.5倍とな

り、定員は十分に確保できているといえる。 

 

②各ポリシー、カリキュラムの特徴 

○高知大学地域協働学部では、「地域力を学生の学びと成長に活かし、学生力を地域の再生と発展に活かす教育

研究を推進することで、「地域活性化の中核的拠点」としての役割を果たすことを目的」として設置され、「高

知県全域を中心的な教育研究フィールドとし、地域との「協働」というアプローチによって、地域とともに

課題解決を図ること」を目標としている。すなわち、単なる（一方的な）支援・応援ではなく、地域との協

働という点に踏み込んだ点が特徴である。 

○人材養成面では、「産業振興を担う「地域協働型産業人材」を育成し、地域社会の発展に貢献」し、「特に、

第一次産業、第二次産業、第三次産業の協働により地域資源を活かした６次産業化を推進してニュービジネ

スを創造できる」人材、具体的に言えば、「「６次産業化人」、「産業、行政、生活・文化の各分野における地

域協働リーダー」を「地域協働」の教育を通じて育成する」としている。ここでも「地域協働による教育」

が重視されている。具体的には、県内 6カ所の実習先における実習が 1年生の 1学期から半期で 30コマ設

定されており、2年次からは60コマに拡大される。 

 

５．農業高校ヒアリング調査結果 

 福島県内の農業高校関係者に対し、福島大学農学系人材養成組織の設置に関してヒアリング調査を実施するた

め、2015年8月10日に福島県立明成高等学校にて開催された「福島県高等学校長協会農業部会および福島県高

等学校教育研究会農業部会第２回農場長会」において、「福島大学農学系人材養成組織 設置に関する懇談会」を

実施した。 

設置に対する期待は大きく、100 年の悲願だとの声も上がるほどであった。農業高校にとって、農業高校から

大学への進学ルートが開かれることは大きなメリットであると考える。意欲の高い志願者を安定的に確保するた

めの高大接続の工夫が必要である。 

 

（１）意見の概要 

○昨年度18名が大学へ進学しており、うち1/3が農学系へ進学している。県内に農学系学部がないため県外の

大学へ流出している。福島県内に農学系の学部があれば行きたいと考える生徒はいる。今年は240名のうち

35名ほど大学への進学希望ある。 

○農業系の教員養成が県内で出来ないので、農業系の高校教員が不足している。是非養成できるカリキュラム

を作って欲しい。農業高校の教員として母校へ戻って来て欲しい。 

○農家を志している生徒は農業大学校へ行く。このため農業高校の生徒は非農家からの入学が多くなってきて

おり、就農等よりも進学意向が強くなってきている。 

○200 名の在校生のうち 15 名が進学を希望している。そのうち 5 名が農学系を志望している。他にも推薦等



10 

  

のルートがあれば、進学したい生徒はいる。また県内の大学への進学を志望する生徒は一定程度いると考え

て良い。 

○進学できる枠があるとなれば少なからず生徒のやる気につながる。農業高校を通じて農学部へ行くというル

ートが出来ると農業高校としても大変ありがたい。 

○福島でしか出来ないこと、今求められていることとして、植物工場などはわかりやすいのではないか。 

○食品科学や製造に関する学部や学科は人気が高い。私学以外で管理栄養士資格を取得できるところはあまり

ないので、もしそのようなカリキュラムがあれば、希望者は多くなると思われる。 

○施設園芸と冬期のエネルギーコスト（地中熱など）といった低コスト技術開発が福島には必要だと感じてい

る。 

○高校在学中に大学における教育に触れることができる高校生向け公開講座等のプログラムを実施してほしい。 

 

 

  ※「４．先行大学調査「龍谷大学・徳島大学・高知大学ヒアリング調査」結果」及び「５．農業高校ヒアリング調査結果」の内   

容は、ヒアリング結果やご恵与のあった資料をもとに、調査室の責任においてまとめたものである。 
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Ⅳ．福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する検討結果 

 

１．調査室による調査結果の総括と求められる農学系人材像及び養成組織 

（１）調査室による調査結果の概括 

 これまで調査室において主に4つの調査を行ってきた。まず、高校進路指導者向けアンケートにおいては、福

島県内における学部レベルでの農学系人材養成機能を持つ教育組織の必要性と、その学部レベルの組織への進学

意向が高いことが示された。 

次に、福島県内の企業等向けアンケートにおいては、農学系の人材養成機能を持つ組織の必要性及びその卒業

生の採用について一定程度以上の期待があり、また、福島県内の農業問題に対応するために必要と考える教育及

び研究分野は、6 次産業化等による農家・農村の活性化、食品を取り巻く科学や産業といった既存の農学部では

取り組みがやや遅れている分野を含め、多岐にわたっていることが示された。 

先行大学の農学部調査では、各大学 60 名、100 名、400 名という学生定員が設定される中、志願倍率は 5 倍

程度以上となっており、十分な社会的ニーズを確認することができた（2015年度）。また、学生教育については、

養成すべき明確な人材像を示したうえで、農学基礎教育とともに現場を学ぶ実習の充実、リメディアル教育、農

業経営・農村振興などの地域課題に関する学習といった新しい取り組みを中心に、充実した教育が行われている

ことを確認することができた。また、特に国立大学においては、新たな農学系学部の運営のために自治体や関連

団体との密接な連携が行われていることも特記すべき事項である。 

最後に、農業高校へのヒアリング調査では、農業高校では農学系学部を志望する意欲旺盛な生徒が毎年一定程

度おり、福島大学に農学系の学部が設置されれば生徒の進学意欲がさらに増すこと、現状では地元である福島県

内で農業高校の教員養成ができていないため、福島大学における農業高校の教員養成に期待していることが示さ

れた。 

 

（２）福島大学において養成することが求められる農学系人材像及びその養成組織 

福島県における農業問題は、避難から帰村・営農再開という農村コミュニティーの再建問題、農産物の風評被

害問題、検査体制の持続的な運用と食の安全確保などの放射能問題に代表される「特殊性」かつ「緊急性」を有

する。また、過疎化・高齢化、農業の担い手不足、国際化、農産物価格の下落など農業環境の悪化という構造的

な「普遍性」の両面を持つ。福島県農業が直面する課題を克服し地域農業の未来を築き、担う人材を養成するた

めには、まず、福島県内において、放射能汚染対策を含めた土壌成分など生産環境、地域を代表する作物の栽培・

育種の特性、福島県のみならず厳しい環境下にある日本農業の経営・経済システムという農学の根幹（農業のあ

り方）を改めて学ぶ必要がある。その上で、長期的・持続的な農業・農村振興を考える上で重要となる 6次産業

化や食品科学等の社会的に求められている新たな研究分野を体系的に学ぶことにより、いわば「総合科学として

の農学」を修め、農業を取り巻く広範囲な場面で活躍できる農学系人材が求められている。 

震災からの復興、さらには今後の我が国の農業の振興のため、必要な人材を養成する機能を果たすのは、県内

に存する唯一の国立大学として福島大学が最も適切である。その上で、「総合科学としての農学」を学ぶ人材養成

を担う組織のあり方としては、学士課程レベルの教育研究組織（学部相当）が最も適切である。福島大学が有す

る環境放射能研究所やうつくしまふくしま未来支援センターは特定の活動に特化した組織であり、人材養成を目

的としていない。また、現在の学類・大学院の内部にコース等を新設するという方法も、それぞれの教育目標が

既に設定されていること、福島県ひいては日本農業の次世代の担い手を養成するという現段階的な課題を解決す

る手段としては相応しいとは言えない。このため、新たに学士課程レベルの教育研究組織を早期（早くて平成３

０年度を目途）に設置することにより、農業分野においても教育・研究・社会貢献の役割を果たしていくことが

福島大学の使命と考える。 
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 さらに、調査結果において示されたように、新たな学士課程レベルの教育研究組織の設置のためには、農業高

校、自治体、関連団体等との連携が必要不可欠であることも付言する。 

 

（３）農学系教育研究組織設置準備室の設置 

第一次報告書により、新たに学士課程レベルの教育研究組織を設置し、農業分野において教育・研究・社会貢

献の役割を果たしていくことが福島大学の使命であることが示された。この提案をうけて、福島大学は、大学改

革・第３期中期目標・中期計画（2016年～2021年）に「農学系人材養成組織の設立」を位置づけた。 

調査室は平成28年3月をもって調査実施の役割を終え、平成28年4月には、その機能を発展的に引き継ぐ準

備室を設置した。準備室の役割は、新たな農学系教育研究組織における教育理念・組織の使命・人材育成像の具

体化に関する検討を行うことである。準備室では、室長・専任教員を採用し、兼任教員（一部調査室から継続）

とともに、学外アドバイザーの指導を受けながら新たな農学系教育研究組織の枠組みについて検討している。 

 

 

図１ 準備室の概要 
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２．新たな農学系教育研究組織の枠組み 

（１）農学系教育研究組織を取り巻く情勢 

 福島県農業と農山村を取り巻く情勢は、担い手の減少や高齢化の進行、生産物価格の低迷、農業経営における

収益性の低下、資材価格の高騰に加え、地球温暖化の進行や生物多様性の減退、地球規模の環境問題の顕在化な

ど厳しい状況にある。さらに、福島県をはじめとする原子力災害の被災地域においては、農地・森林が放射性物

質によって汚染され、作付制限や出荷制限、風評による買い控え等かつて経験したことのない深刻な問題が発生

している。一方、消費者の「食の安全・安心」や農林水産物の安定供給に対する期待が高まっている。 

 農業におけるこのような状況は、福島県だけの問題ではなく、我が国の食料の安定供給に関する問題であり、

世界の食料問題へも波及するものである。原子力災害被災地域での新たな営農システムの確立、食産業クラスタ

ーの創設、新エネルギーの創造、食の安全性を担保する検査方法の確立と、それらを実現する担い手育成は、福

島県の復旧・復興に必要不可欠であり、我が国の食料の安定供給に繋がるものと考える。 

東日本大震災および原子力災害により福島県の農業は大きな被害を受け、農業を担う人材が流出している。福

島大学に農学系教育研究組織を設置することで、福島県内で学び地域で活躍したい人材の流出を抑え、さらに農

業の構造改革・農林水産物の高付加価値化・世界的な市場競争力強化に向けて活躍する若い担い手を育成するこ

とが求められる。また、世界に類のない大規模な原子力災害の被災地域となった福島県に、国内外の農学系研究

者が集い農学系の拠点を形成することで、国内のみならず世界的に認められる研究成果を挙げることが期待され

ている。 

 

（２）福島大学がこれまで実施してきた農学研究・食農教育 

福島大学は、平成23年4月に支援拠点（うつくしまふくしま未来支援センター）、平成25年4月に社会人教

育プログラム（ふくしま未来食・農教育プログラム）、平成25年7月に研究拠点（環境放射能研究所）を整備し

てきた。福島大学のこれまでの研究成果は、①放射性物質の農作物への移行メカニズムの解明に向けた実証研究、

②風評被害払拭に向けた検査態勢の提案、③原子力災害による居住制限解除後の帰還・営農再開に向けた地域復

興モデルの策定など多岐にわたる。 

福島大学はこれまで「ふくしま未来食・農教育プログラム」を実施し、原子力災害の復興・再生に関心を寄せ

て農学（栽培学、土壌学）、環境学（生態学、森林科学、陸水学）、農業経営などを学ぶ、新卒学生、社会人（農

業生産者・行政職員・農業関係機関職員など）を対象とした教育プログラム（修士課程）を開発し、高い専門性

と実行力を備えた人材育成を行ってきた。特に福島大学の各部局の特色を生かしながら、①放射線科学の基礎教

育、②農作物への放射性物質の吸収を抑止する農法の構築、③放射能汚染度に応じた作付体系の開発と普及、④

風評を克服する新しい農林水産業のビジネスモデル（第６次産業化、ブランド化ほか）の構築といった緊急性の

高い地域課題に関する学際的な教育を目指し、現場のリアリティと緊張感を持った教育活動を展開してきた。 

このような農業分野の研究・教育の実績を踏まえ、農学研究の高度化と人材育成を成し遂げる、新しい学士課

程レベルの農学系教育研究組織の設置が求められている。 

 

（３）我が国のこれまでの農学教育と福島大学が目指すべき実践的農学教育 

我が国の農学教育は、専門分野の細分化により、総合性、関係性の構築が困難な状況にある。東日本大震災・

原発事故を経験した福島では、放射能汚染という未知の課題に直面する中で、農学における基礎分野である作物・

栽培学、土壌学、農業経営学を前提に、研究対象となるフィールドを共有し、課題解決型の実践教育・実学的な

研究を推進する必要性があることを痛感した。福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する協議会においては、

世界史に残るであろう被災地を抱える福島県に設置する新たな農学系教育研究組織においては、既存の農学部の

あり方にとらわれず「総合科学としての農学」を再構築するべきであるとの共通認識が得られた。 
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「総合科学としての農学」を教育として展開するためには、専門分野を習得した上で、分野間の相互の関連性

を一体的に学ぶ仕掛けづくりが重要である。専門教育に関しては、食品科学（食品機能開発学、食品工学、食品

安全・衛生学、発酵・醸造学など）、作物・栽培学（栽培学、果樹、野菜、稲作、有機農業、農場利用など） 

循環・環境学（土壌学、生態学、水利学、農村計画、森林環境など）、農業経営学（農業経営学、農業政策学、農

産物流通・マーケティング、アグリビジネス、フードシステムなど）といった専門領域を体系的に学んだ専門人

材の養成を行い、それを基礎としつつ、学際的な「総合科学としての農学」を習得するようなプログラムの開発

が求められる。 

各専門分野が地域課題を共有し教育研究を推進するためには、具体的なフィールドを想定することが必要であ

る。地域課題解決型のプロジェクトをベースとした実践的農学教育を行うことで「総合科学としての農学」を修

め、農業を取り巻く広範囲な場面で活躍できる農学系人材を養成することが福島大学に求められている。 

 

（４）新たな農学系教育研究組織の概要 

以上のように、震災・原子力災害への対応の中でみえてきた福島大学に求められる農学系人材養成機能は、「課

題解決型の実践的農学教育による食料・農業・農村問題へ主体的・革新的に対応できる人材」を養成する機能で

ある。この機能を果たすためには、「農」に加え「食」にも関連する分野の教育を行える学部相当の組織を、既存

の学類とは別に、独立して新設することが必要である。下記に示す人材養成機能とカリキュラムを遂行するため

には、独立した学部レベルの教育体制が必要不可欠である。 

その規模と構成に関しては、調査室で実施した調査の結果を踏まえると、入学定員は100名程度、教員数は必

要定員として40 名程度が考えられる。これは、福島県内及び福島大学への入学実績の多い周辺県における 18 歳

人口のシミュレーション、近隣各県農学部の受験・入学状況、定員充足率、福島県受験生の流出、福島県外から

の流入状況を踏まえて析出された結果であり、以下に示す実践的農学教育志向の食農教育カリキュラム体系を実

施する上でも、想定されうる教育集団単位と考えられる。ただし、これら学生数及び教員数は、最終的には福島

大学内での検討に委ねられるべきものである。 

また、試験研究機関との教育・研究上の連携においては、非常勤講師派遣はもちろんであるが、人材派遣をは

じめとする高度な連携も視野に入れた招聘・客員教員制度の活用も考えられる。さらに、現実の食料・農業・農

村の課題解決に応えるためには、地域農業および食品産業に関わる組織・団体からの人材派遣制度等の設計も必

要となる。特に、フィールドワークによる実践的な教育・研究を行う場面においては、高度な知識や実践的な経

験を有する人材との連携を幅広く模索すべきである。 

大学院組織に関しては、自然科学系の分野では学部・大学院が一体的に組織されることが一般的であることか

ら、新たな農学系教育研究組織においても、入学生の学年進行および完成年度にあわせて設計を進めることが想

定される。 

 

３．実践的農学教育を行うための食農教育カリキュラム体系 

（１）４つの専門領域における農学専門教育 

農学の射程に関しては、「生産からフードシステムへ」をコンセプトに、農業・農村・農業経営を対象とした生

産過程の川上から、加工・流通の川中および、消費地・小売・食農教育も視野に入れた川下までを一体的に学ぶ

体系性の構築が求められる。 

そのため新たな農学系教育研究組織は、前述したように、専門分野間の関係性を密にした4つの専門分野から

設計すべきである。 

第一に、農作物を原料として販売するだけではなく、食の安全、おいしさ、付加価値づけを追求する専門分野

が「食品科学領域」であり、醸造学・発酵学などを基礎に医農連携商品などの開発を目指すことが重要である。
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食品機能開発学、食品工学、食品安全・衛生学、発酵・醸造学などが想定され、実験施設の新設や具体的な商品・

技術開発に寄与する専門家との連携が求められる。学内においては共生システム理工学類や、近県も含めた試験

研究機関との連携が必要である。 

第二に、自然条件に働きかけ、いかに安全な作物を育成するかが「作物・栽培学領域」の専門分野であり、「循

環・環境領域」での研究・教育を踏まえ、農学の基礎と栽培技術を学ぶ。稲・作物学、果樹・蔬菜・花卉園芸学、

畜産学、農場管理論、有機農業論などの分野が想定され、それらに対応した教育・研究農場が必要である。また

技術開発においては、費用対効果など経営感覚を常時意識する仕掛けを用意することが重要である。 

第三に、工業製品とは異なり、農業という地域資源・自然循環を前提とする産業の発展においては、「循環・環

境学領域」の専門分野において資源環境の現状を把握し、持続可能な農業・農村づくりを追求することが必須で

ある。土壌学、生態学、水利学、農村計画、森林環境などの研究分野が考えられる。福島県内には関連する様々

な既存施設が存在しており、県内の各自治体、試験研究機関との協議を踏まえた上での教育・研究フィールドの

設計が必要となる。 

第四に、全体を貫くのがアグリビジネスとしての視点である。「農業経営学領域」の専門分野ではあえて「もう

かる農業経営」をキーワードに、費用対効果を考慮した新栽培技術の開発、付加価値型農業と食品産業との接続

をマネジメントしていくことが求められる。農業経営学、農業政策学、農産物流通・マーケティング、アグリビ

ジネス、フードシステムなどの分野が考えられる。地域農業・農村生活の再生、新たな産地形成、付加価値型農

業の推進、担い手育成など福島県及び日本農業全体が抱える課題にとって必要な専門分野である。専門教育を行

うにあたっては、農業者、行政、農業関係機関、食品産業との連携が想定される。 

 

（２）課題解決型プロジェクトと一体的に実施する実践的農学教育 

福島大学農学系人材養成機能調査室、同あり方に関する協議会及び検討会において指摘された福島県ひいては

日本の農業における課題を克服するためには、どのように実践的農学教育の教育理念を具体化していくのかが重

要である。この具体的な方法が、課題解決型の実践的農学教育である。実践的農学教育は、地域課題を元にした

フィールド演習を主体とし、４つの専門分野による総合的なアプローチにより進めることが必要である。なおか

つ研究・社会貢献と一体的に展開するプロジェクトとすることが望ましい。 

このような形で行う実践的農学教育の意義は下記のとおりである。第一に、地域からの農学専門性を習得した

人材への期待があり、これを肌で感じる機会を得ることで学生の学ぶ意欲が高まる。第二に、異なる専門分野を

学ぶ学生が集うことにより、専門分野の相互関係を知り学際的な思考力を養うことが可能となる。第三に、現実

社会に飛び出した実践教育を行うことで現場対応力が高まる。第四に、自治体・企業等多様な主体と関わること

で、問題解決のためのマネジメント能力が高まる。 

福島大学農学系研究教育組織における課題解決型の実践的農学教育においては、農業の普遍的な課題を取り上

げ、米・果樹・野菜・畜産など新たな産地形成への寄与、担い手育成への教育・研究面での支援、商品・技術開

発と付加価値型農業の推進を通した六次産業化への貢献、中山間地域における里山再生などに関して、具体的な

問題と想定される地域を念頭に、各地域と協議・連携し福島県全域をフィールドとして実践型農学教育の体制を

組み立てる必要がある。また、原子力災害からの復興・再生に向けて実施している、安全な農作物生産に向けた

放射性物質対策、検査体制の高度化・効率化、風評被害の払拭、避難地域における帰村・営農再開に関する研究

と一体となった実践的教育を実施することが求められている。プロジェクトのテーマは学年進行を考慮しつつ、

現実の課題に柔軟に対応しうる仕組みを検討すべきである。 

以上のように課題解決型の実践的農学教育を推進するためには、福島県全域をフィールドと捉える必要がある。

試験ほ場や試験林については、それぞれ既存の施設の活用を各地域と協議・連携していくことが求められる。 
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なお、農学系教育研究組織に必要とされる施設設備等に関しては、福島大学他学類との連携による学内資源の

有効活用、学生の教育・生活環境上の条件、全県的な実践的教育の展開を考慮して検討すべきである。 

 

（３）福島大学の協力体制と高大接続 

 自然科学系の共生システム理工学類とは、数学、情報処理、生物学、化学、物理等の基礎教育課程を互いに共

有しあうことが可能であり、学内資源を有効活用しながら、共通教育の履修を工夫し専門教育の充実を図ること

が想定される。また入試についても共通科目の設定など、合理化、効率化を検討することが望ましい。このほか

にも教育・研究の両面において、既存の四学類との連携による相互の取り組みの発展が期待される。 

 また、国立大学法人という観点から、農業高校との高大接続の可能性を検証することが重要である。農業高校

の生徒に対しては、例えばアグリカレッジのような通年で大学の農学の授業を公開で行うような仕組みづくりが

必要である。また、入学に関しても農業高校を対象とした推薦枠の設定に関する検討が必要である。あわせて、

第一次報告書で示された調査結果を踏まえ、農業高校教員免許資格の取得に対応するカリキュラム編成を検討す

べきである。 

 

４．新たな農学系教育研究組織による社会貢献 

（１）人材養成による社会貢献 

福島県の農林水産業の復興・再生には、放射能や営農に関わる専門的知識、地域課題に対する現場対応力とマ

ネジメント能力、幅広い人的ネットワークが必要不可欠である。新たな農学系教育研究組織を設置し、学際的な

思考力と高いマネジメント能力で食料・農業・農村問題へ主体的・創造的に対応できる人材を養成し社会に送り

出すことで、福島県の復興・再生を加速化することができる。また、フードシステムを考慮した総合的な農学の

習得と具体的な課題解決型実践的教育により鍛えられえた人材は、グローバル時代の地域・産業の担い手として

の活躍が期待される。 

そこで、下記のような人材が育成すべき目標となる。①地域の食品産業の高度化を促し、地域産業をけん引す

るリーダー、②農業の先端技術の開発と普及を担う専門人材、③原子力災害を克服する農業・環境整備を担う専

門人材、④農村再生・地域づくりをコーディネート・けん引するリーダー、⑤次世代の農業経営者、生産法人や

植物工場のエンジニア・マネージャー。 

また、卒業の進路としては、食品関連企業、農業法人、農林水産技術職（国・自治体、農業団体等）、農業高校

教員、農業・農村起業家、バイオマス関連企業、試験研究機関、 IT・エレクトロニクス産業などが想定される。 

福島大学に新たな農学系教育研究組織を設置した場合、これまでの放射能汚染問題からの復興という段階にプ

ラスして、 ①新たな農業生産モデル、②高度な産地形成を担う人材育成を行い、グローバル時代の日本の農業と

食料生産を担うビジネスモデルを被災地から創造していくことが可能となる。 

①新たな農業生産モデルとは、放射能汚染対策で培った安全検査態勢、食品認証モデルを組み込んだ新たな生

産体系である。グローバル化が進む中では、ＥＵの地域認証や安全基準のような認証制度（地域ブランド、グロ

ーバルＧＡＰなど）への対応が必要不可欠であり、既存の農業技術に加えて新たな技能の習得が必要となる。 

②高度な産地形成とは、付加価値型の農業の追求であり、植物プラントや産地加工工程を組み込んだ六次産業

化の推進である。食品科学分野、作物・栽培分野における技術開発、商品開発機能の発揮が求められる。また、

福島県では、津波被災農地の復旧・農地除染とともに実施している大区画圃場整備や土地改良事業の進展により、

大区画圃場に対応できる集落営農・農業生産法人・企業参入が目指されている。土地利用型の大規模農業経営と

加工工程を組み込んだ農家群のベストミックスを産地内にいかに構築し、流通段階に組み込むかが大きな課題と

なる。ここでは、新たなビジネスモデルと農業経営マネジメントの方式を開発・普及していくことが重要であり、
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そのための人材育成を現地で恒常的に実施することが求められている。このような課題は日本の農業、食品産業、

流通業共通の課題であり、この解決方策を被災地福島から発信していくことが大きなインパクトとなる。 

 

 

（２）研究と教育を一体的に展開する組織としての社会貢献 

原子力災害後、国内外の大学や研究機関が、放射能汚染の実態解明とその対処方法に関する研究を継続してき

たが、これらの成果を踏まえ、長期的な視野で研究・教育を行う組織が福島県内にないことが大きな課題となっ

てきた。福島大学に新たな農学系教育研究組織が設置されれば、福島大学が実施してきた原子力災害に関する調

査・支援活動をもとに、食の安全性や農学に関わる研究と教育を一体的・体系的に展開することが可能となる。

あわせて、放射性物質の所在や挙動を自然科学的な実態把握にとどめず、里山生態系や農山村共同体の視点から

食料・農業・農村問題を多角的に理解し、日本特有の自然や社会に適った新しい知見を獲得しながら持続可能な

農業を展望・構築する学際的な研究を展開することが可能となる。 

新たな農学系教育研究組織が、実践的農学教育による新しい教育・研究を行うためには、福島県全域を教育・

研究フィールドとして地方自治体・農業関係機関と密に連携することが必要であり、これらの成果をもって社会

貢献を実現することができる。地域を担う人材養成による社会貢献に加えて、研究組織として、農業生産・食品

加工・地域資源利用等に関する革新的技術を開発し、新たな付加価値を創造し製品化・企業化・産業化に結びつ

けることで、研究による地域貢献を果たすことができる。 

また、新たな農学系教育研究組織においては、原子力災害直後の緊急時において研究機関ごとに個別に管理さ

れてきた研究成果・情報を収集し、中長期的視野に立った研究情報を体系的に管理する機能を果たすことができ

る。加えて、震災直後の緊急時に形成された研究機関・研究者間のネットワークを土台に、得られた知見を社会

に還元しながら、より長期的な課題に取り組む新たな研究連携体制へと発展させることが期待される。 

また、地震・津波・世界に類のない大規模な原子力災害の被災地域となった福島県に国内外の農学系研究者が

集い、農学系の拠点を形成することで、国際的に認められる研究成果を、地域社会のみならず国内外に還元する

ことが可能となる。そして、今後世界各国で類似の災害が発生した場合、農業復興を支える教育研究組織モデル

を提示することが期待される。 
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Ⅰ．高校進路指導者向けアンケート調査 
「福島に望まれる農学系人材の養成機能に係る調査」集計資料	 

 
１．基本情報	 

・発送対象は、県内の公立校および私立校全校と、福島	 	 	 	 

大学に過去 5 年以内に 1 人以上の志願実績のある東
北・北関東地域の高校である。発送方法は県内公立校

は福島県教育委員会を通じた配布、県内私立校および

県外校は郵送で実施した。 
・総発送数は 443通、回収率 59.4％である。県内公立校
は 76.3％と高い回収率であった。 
※問 1は高校名・回答者等基本属性を尋ねているため省略している。 
 
２．現在の進学状況について	 

・問 2では生徒の農学系学部
等に対する進学意向を尋ね

ている。 
・「①少なくとも毎年 10名以
上いる」との回答は全体で

47 校、17%であり、「②毎
年数名程度はいる」と合わ

せると 173 校、65.8%とな
り農学系を志望する生徒数

が一定規模存在することが

示唆される。また、県内に

農学系学部がない現状から

鑑みれば、潜在的な志望者は県外と同様に 4〜10ポイント程度増加する可能性がある。 
 
３．福島県内に農学系学部が設置された際の進学意向について	 

・問 3では福島県内に農学部等
が設置された際の進学意向を

尋ねている。 
・「①10 名程度はいると思う」
との回答は少ないものの、「②

数名程度入ると思う」、もしく

は「③１名いるかどうかだと

思う」との回答が 70〜80％と
高くなっており、設置された

際の関心の高さが伺える。 
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４．福島大学に農学部等が設置された際に進学を薦めるか 
・問 4では福島大学に農学部等が設置された場合、自校の
生徒へ進学を薦めるかどうかその意向を尋ねている。本

学の設置コンセプトが十分に決定されていない中でも、

全体で 47.3%、県内公立では 59.4％が進学を薦めると回
答しており、期待の高さが伺える。 

 
 
 
 
 
５．福島大学の農学部等で核とすべき分野について	 

・問 5では福島大学に農学部等を設置した場合にどのような分野を核とするべきか尋ねたものである（最大 3つ
まで、複数回答）。 
・MT 比率（その設問に対し何％の人が YES（核とすべき）と回答したかがわかる；詳しくは表の注釈を参照）
から見ると、「④食品に関わる学問」の比率が55〜70％と他よりも高くなっている。県内私立を中心とした「③

生命の原理を探求する学問」や県内校が40%強と高い「①作物を育てるための学問」、僅差で「⑤経済・経営の

観点から農業を支える学問」、「⑧動物にかかわる学問」が30%を超えている。 
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６．福島県に農学部等は必要か	 

・問 6は福島県の農学部等の人
材養成組織が必要かどうか尋

ねたものである。 
・「①必要だと思う」との回答は

全体で62.7％、県内は66.2％、
77.8％と高く、期待が寄せら
れている。「②どちらかという

と必要だと思う」の解答を合

わせると、全体で 88.9％が必
要性を感じている結果となっ

た。また、「④必要ないと思う」

との回答が全区分においてゼ

ロとなっており、県内及び県外からもその設置に対する期待の高さが伺える。 
 
７．自由記述欄について	 

・問 7は福島大学の農学系人材養成について望むことやご意見等を自由に記述して頂いた。約 158件の意見が寄
せられた。 
・最も多かったのは福島大学における人材育成の方向性についてである。どのようなポリシーで人材育成を行う

べきか、高校や地域が望む人材育成像について等である。地域で活躍できる人材や総合科学の農学として、地

域経済やアグリビジネス、育種や放射線対策と言った複数の知識を有した人材の育成を期待する声が寄せられ

た。 
・次に多く見られたのは、福島県（福島大学）に設置する意義についてである。福島県に設置することにより、

地域にとって有益な知識を持つ人材が、地域に供給されることを期待する意見や、隣県に設置されている農学

部とは違う点、福島県に設置する意義を提案する意見が多く寄せられた。それは、放射線と植物・動物の関係、

避難等による地域へのダメージとその復興、海・山など豊富なフィールドを生かした教育等である。 
・他には放射線・放射性物質に対する研究、市民への情報提供を期待する意見や、総合科学という（仮の）コン

セプトに対する賛成や反対、主に農業高校から、学力試験だけではなく、志の強い学生を受け入れる仕組みの

整備に対する要望、工学や商学など農学系ではない分野から安心して志望できる、入学後のフォロー体制の整

備を希望する意見などが寄せられた。 
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８．集計結果	 

（１）アンケート集計結果（グラフ） 
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Ⅱ．福島県内の企業・団体・自治体等向アンケート調査	 

「福島に望まれる農学系人材の養成機能に係る調査」集計資料	 

 
１．基本情報	 

・発送対象は、県内の企業・団体（農協等の農業団体、

食品製造業者の協議会等）・自治体とした。県内 JA
には単協の他、県内の中央会、全農や共済連が含ま

れている。市町村は被災地域も含めた県内全市町村

を対象とした。福島県食品産業協議会は全会員を対

象とし、福島県工業クラブ（主に大企業）は食品・

医療系の業種を対象とした。生協は購買事業を行っ

ている 5 生協を対象とした。就職先上位とは、福島
大学卒業生の就職先のうち、直近 5年間で 10名以上
の就職実績がある企業を対象としている。地域金融

機関とは、主に福島県に本部を置く金融機関である。

前述の就職先上位と重なる部分が多いため同一カテ

ゴリとした。福島県ものづくり企業データベースと

は、県の商工労働部	 商工総務課が管理している県

内の製造業者の基礎情報を集めたデータベースであ

る。食料品・飲料で抽出した上で重複を除いた企業
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を対象としている。うつくし

まふくしま農業法人協会は、

農業者の団体であり、全会員

を対象とした。 
・以後の回答は、おもに採用単

位で回答するように依頼して

いる。（支社採用であれば支社

の考え方を、一括採用であれ

ば本社の考え方を記述するよ

うに依頼している。） 
・合計発送数は 353通、回収数
は 168通、回収率は 47.6%で
ある。農業法人協会の回収率

が 24.6%と低いものの、その
ほかのカテゴリはおおむね

40〜60％となっている。 
・問 1から業種・本社所在地・
職員数について確認する。業

種は「⑥食品製造業」が最

多の 35.6％であり、次いで
「①市町村・県（自治体）」、

「⑩その他（食品以外の製

造業、小売・卸売・物流）」

となっている。本社所在地

は県内を対象としているた

め、福島県が 89.9%と高く
なっている。 

 
２．平年の採用状況について	 

・問 2では平年(おおよそ過去
三カ年の平均)の採用状況
について尋ねている。 
・(1)では平年の平均的な正社
員の採用数について実数で

尋ねている。全体では約

1800名、平均で 11名程度
が採用されている。 
・(2)では(1)のうち大学・大学
院卒業者数を尋ねている。

採用状況はカテゴリによっ

て違いが見られる。農協、
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市町村、工業クラブ、就職先上位・

地域金融機関では「⑤3～5 人」、

「⑥6～10 人」の採用が多くなって

いる。全体ではやや分散し、「①0人」

が最多、「②数年に 1 人」と「⑤3〜5

人」がやや多くなっている。 

・(3)では(2)のうち福島大学卒業者の

平年・平均的な正社員採用人数を

尋ねている。本設問は(2)以上に偏り

がみられ、農協、市町村、就職先上

位・地域金融機関では複数人の採

用があるのに対して、4 カテゴリ
で 90％以上が「①0人」との回答
であり、福島大学の卒業生がこれ

まであまり就職先としてこなかっ

たカテゴリである事が想定される。 
・(4)では(2)のうち農学系の学部・大
学院卒業者の平年・平均的な正社

員採用人数を尋ねている。おおむね採用率は低く、「①0 人」が 50〜80％となっているが、福島県内に農学系
の人材養成組織が無い中では、県内企業としても採用数が少なくなってしまうと考えられる。一方で、農協・

市町村であっても農学系の採用がないと回答している回答も多くなっており、本カテゴリにおける潜在需要が

想定される。 
 
３．福島県に農学部等が必要とされているか、および専門分野について	 

・問 3では(1)で農学部の必要性を、(2)で農学部を設置した場合に核となる専門分野について尋ねている。 
・(1)では福島県に農学部等は必要であるかを尋ねている。各カテゴリにおいて大きな差はみられないため、全体
動向から確認する。「①必要だと思う」との回答が 69％、「②どちらかというと必要だと思う」との回答と合わ
せると、89%が必要性を認めており、「③どちらかというと必要ないと思う」・「④必要ないと思う」を大きく引
き離している。 
・(2)では、農学部等が設置された場合にどの分野を重点的に措置すべきか尋ねたものである。比率（構成比）で
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みると分散が大きいため、MT 比率からみていきたい。（構成比のグラフは別ページに掲載している。）MT 比
率とは、MultipleTotalであり、複数回答の設問において回答数の合計を回答者数で除した比率である。その設
問に対し何％の人（組織）が YES（核とすべき）と回答したかがわかる。30%以上の回答があった項目に赤で表示した。

比率が大きくなるに従って横棒が大きくなっている。本図によると、カテゴリ毎に求めている分野が異なることが示唆さ

れる。農協と市町村、就職先上位・地域金融機関は「①作物を育てるための学問」と「⑤経済・経営の観点から農業・農

村を支える学問」への期待が大きく、食品産業協議会・工業クラブ・ものづくり企業データベースは「④食品にかかわる

学問」への期待が大きく、次いで「①作物を育てるための学問」と「⑤経済・経営の観点から農業を支える学問」である。

生協は「④食品にかかわる学問」と「⑥地域・社会の観点から農業・農村を支える学問」に対する期待が大きい。農業

法人協会は①〜⑥に分散している。全体でみると「①作物を育てるための学問」が最多であり、次いで「⑤経済・経営

の観点から農業・農村を支える学問、3 番目が「④食品にかかわる学問」となっている。 

	 

４．採用意向・インターンシップ受け入れについて 
・問 4〜問 6では福島大学に農学部等が
設置された場合、その卒業生の採用意

向とインターンシップ受け入れの意向

について尋ねている。 
・問 4では福島大学に農学部等が設置さ
れた場合、その卒業生の採用意向につ

いて尋ねている。全体では「①採用し

たい」が 52％と最多になっており、「②
採用したいと思わない」との回答は3％
と少なくなっている。どちらとも言え

ないとの回答も 45%と大きくなってい
るが、本学における農学部等設置のプ

ランニング、とりわけ養成する人材像

についての詳細がまだ検討段階であり、

十分に説明が出来ていないためである

と考えられる。カテゴリ毎にみるとほ

ぼ全体傾向と同様であるが、農協に関

しては 90%以上が「①採用したい」と
回答しており、潜在的な需要が見込ま

れる。 
・問5では採用意向のある企業等のうち、
何人程度の採用を想定しているか尋ね

たものである。カテゴリ毎にばらつき

があるが、農協、工業クラブ、で複数

人の採用予定数が大きくなっている。

全体でみると「②数年に 1 人」が 49%と大

きくなっている。 
・問 6では福島大学に農学部等が設置さ

れた場合、学生のインターシップ(就業体
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験・実施研修)の受け入れについての意向を尋ねたものである。カテゴリごとにばらつきはあるが、「①積極的に受け

入れたい」および「②受け入れても良い」との回答が 30〜50％となっており、一定数が受け入れを表明している。 
 
５．自由記述欄について	 

・問 7は福島大学の農学系人材養成について望むことやご意見等を自由に記述して頂いた。52件の意見が寄せら
れた。 

・最も多かったのは福島大学において具体的にどのような研究を行って欲しいかという意見・要望である。また、

設置に対する期待や具体的に採用したい人材像についての記述がみられた。 
・若者の県外流出を抑え、より農業・農村・食品・流通などを理解し、地域のことを考え、地域と共に復興に向

けて活動できる人材像を求めている。 
 
６．集計結果	 

（１）アンケート集計結果（実数集計表およびグラフ） 
 

 
 
 
 
 
 

)-*"	�M��	�)LNK�D(8P

@ 7
��
g�!h

��
gfh

A?�2
��
g�!h

��
gfh

@ 7
��
g�!h

��
gfh

U�1$e2H8(�I ON MQJOG 5� LPL STJTG UP��� LP SJTG

V;'H*�e;�I LP TJMG �3 L KJQG VQiMK� NK LRJTG

W;�e;'B>�� LL QJRG �C L KJQG WMLiPK� MT LRJNG

X/� N LJSG D� L KJQG XPLiLKK� NM LTJKG

YE�:=' PS NPJQG %� S OJSG YLKLiNKK� NR MMJKG

ZE�+<'
H��e��e-+I

S OJTG &# L KJQG ZNKLiPKK� Q NJQG

[:9'edbc0' M LJMG 
,? L KJQG [PKLiLKKK� T PJOG

\FEe�)' N LJSG �� N LJSG \LKKL��� LK QJKG

]�4 K KJKG

^`a�HE���a:=

'_��e��e-+h
MK LMJNG

"	�6!e"	�6. LQN TRJKG LQS LKKJKG LQS LKKJKG

0
+1#�M#��B<3=9��8;:3/��M��C )'$��G��J�FH6A@*D.����>5!4�:3/
)������>2IE��B<3=.��9?B��>2IE��B<3=5�78;:3P/

)+*�� ),*�����O&%��P



12 
  

 

������%���"�	���#����$	"���"���!�� 
�������

8�2 ,
ML ,
�* 
.�,=�
(!�5�

.�,�!
hnl

,
'�

�1���
Wea
��
:3";

.�,
d`]Xf
kpjp
mpi

V\XYc
bXYc
6!%�
��

	�

�4�� CCHAB FHGAE CCDAG CGEAB KAB JKDAB CDIAG DFAB CJKKAE

���� CBAG CCAK DAF CKAC EAB HEAI FAI CAI CCAI

NB� D C DI E D B CF H GG

O��_C� B G K B B B J I DK

PC� E D D C B B C C CB

QD� B E G B B C B B K

REqG� D CF D B C D D B DE

SHqCB� E H C B B F C B CG

TCCqDB� C F B D B C C B K

UDC��� B G B D B H B B CE

NB� CJAD> DAG> GJAI> EIAG> HHAI> BAB> GCAK> FDAK> EEAI>

O��_C� BAB> CDAG> CKAH> BAB> BAB> BAB> DKAH> GBAB> CIAJ>

PC� DIAE> GAB> FAE> CDAG> BAB> BAB> EAI> IAC> HAC>

QD� BAB> IAG> CBAK> BAB> BAB> IAC> BAB> BAB> GAG>

REqG� CJAD> EGAB> FAE> BAB> EEAE> CFAE> IAF> BAB> CFAC>

SHqCB� DIAE> CGAB> DAD> BAB> BAB> DJAH> EAI> BAB> KAD>

TCCqDB� KAC> CBAB> BAB> DGAB> BAB> IAC> EAI> BAB> GAG>

UDC��� BAB> CDAG> BAB> DGAB> BAB> FDAK> BAB> BAB> JAB>

NB� D K FD H D C DF CF CBB

O��_C� F CH D B C E C B DI

PC� B F C D B E B B CB

QD� C G C B B C B B J

REqG� D F B B B G B B CC

SHqCB� B B B B B B B B B

TCCqDB� B D B B B C B B E

UDC��� B B B B B B B B B

NB� DDAD> DDAG> KCAE> IGAB> HHAI> IAC> KHAB> CBBAB> HDAK>

O��_C� FFAF> FBAB> FAE> BAB> EEAE> DCAF> FAB> BAB> CIAB>

PC� BAB> CBAB> DAD> DGAB> BAB> DCAF> BAB> BAB> HAE>

QD� CCAC> CDAG> DAD> BAB> BAB> IAC> BAB> BAB> GAB>

REqG� DDAD> CBAB> BAB> BAB> BAB> EGAI> BAB> BAB> HAK>

SHqCB� BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB>

TCCqDB� BAB> GAB> BAB> BAB> BAB> IAC> BAB> BAB> CAK>

UDC��� BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB>

NB� D DG EH F E K DB CD CCC

O��_C� F CB I B B D C D DH

PC� C F D C B B E B CC

QD� C C C D B C B B H

REqG� C B B C B B C B E

SHqCB� B B B B B B B B B

TCCqDB� B B B B B B B B B

UDC��� B B B B B C B B C

NB� DDAD> HDAG> IJAE> GBAB> CBBAB> HKAD> JBAB> JGAI> IBAE>

O��_C� FFAF> DGAB> CGAD> BAB> BAB> CGAF> FAB> CFAE> CHAG>

PC� CCAC> CBAB> FAE> CDAG> BAB> BAB> CDAB> BAB> IAB>

QD� CCAC> DAG> DAD> DGAB> BAB> IAI> BAB> BAB> EAJ>

REqG� CCAC> BAB> BAB> CDAG> BAB> BAB> FAB> BAB> CAK>

SHqCB� BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB>

TCCqDB� BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> BAB>

UDC��� BAB> BAB> BAB> BAB> BAB> IAI> BAB> BAB> BAH>

?F@?D@`V[6�
/`�9o��
<�!0`�
�o��+^#
-��)��

?C@��?WWeZ
7�g�@`�
�+^#-�`
�)�

$
&

�
�

�
�

?D@?C@`V[��o
��<�!0`
��o��+^
#-��)�

�
�

$
&

�
�

$
&

?E@?D@`V[.�
���!0`�
�o��+^#
-��)��



13 
  

 

Y)L C�rp C�#B/
E!C`�
A3�W�

E!C"3
µ»¹

C�@�

 K
��
�§
��
\N4^

E!C
¬¥��¯
¸½·½
º½¶

����ª
¨��ª
X37�
��

��

�%Q�¡&� n ho ij l g m hg o ggk

�¢�®�¡��¡%Q�
¡&�

i o o h g i i j ij

�¢�®�¡��¡%Q£
�¡&�

f f f f f g g g i

�%Q£�¡&� f f h f f f g f i

�²�®£� f h j g g g h f gg

�%Q�¡&� mhemb mhekb loejb llemb iieib kneib mkefb ljeib loeib

�¢�®�¡��¡%Q�
¡&�

hmeib hhekb gnejb hhehb iieib hkefb gfemb hnelb hfekb

�¢�®�¡��¡%Q£
�¡&�

fefb fefb fefb fefb fefb neib ielb megb genb

�%Q£�¡&� fefb fefb jegb fefb fefb fefb ielb fefb genb

�²�®£� fefb kefb nehb ggegb iieib neib megb fefb lelb

gg jf jo o i gh hn gj gll

gffefb gffefb gffefb gffefb gffefb nkemb gffefb gffefb onenb

�	;³M�°�«¥�
�

o hi hi j g l gm l no

�"3(O X�³+�
°��

h gg gk i f j gf j jo

�@�¥�>³*6�°
��

g k gk i f f i l ii

�`�¤��²°�� j n ii k i j gm l nf

�H8¼H�¥S:�®
X3³+�°��

n hm hh j h n gh k nn

���¼D�¥S:�®
X3¼X/³+�°��

l hh gf g i k gg m lk

�20¡�¥?�¤��
²°��

f gi o i f h h i ih

��;¤��²°�� f k l g f f i h gm

�93¤��²°�� f j j h f h j h gn

�	;³M�°�«¥�
�

ifefb goekb glenb gkejb ggegb goejb hgekb gjelb gneob

�"3(O X�³+�
°��

lemb oeib gfeob ggekb fefb gheob ghemb oenb gfejb

�@�¥�>³*6�°
��

ieib jehb gfeob ggekb fefb fefb ienb gjelb mefb

�`�¤��²°�� gieib lenb hjegb goehb iieib gheob hgekb gjelb gmefb

�H8¼H�¥S:�®
X3³+�°��

hlemb hheob glegb gkejb hhehb hkenb gkehb ghehb gnemb

���¼D�¥S:�®
X3¼X/³+�°��

hfefb gnelb meib ienb iieib glegb gieob gmegb gienb

�20¡�¥?�¤��
²°��

fefb ggefb lelb ggekb fefb lekb hekb meib lenb

��;¤��²°�� fefb jehb jejb ienb fefb fefb ienb jeob ielb

�93¤��²°�� fefb iejb heob memb fefb lekb kegb jeob ienb

gf jf jm o i gg hn gj glh

ofeob gffefb okeob gffefb gffefb mnelb gffefb gffefb olejb

�	;³M�°�«¥�
�

ofefb kmekb jneob jjejb iieib kjekb lfemb jheob kjeob

�"3(O X�³+�
°��

hfefb hmekb igeob iieib fefb ilejb ikemb hnelb ifehb

�@�¥�>³*6�°
��

gfefb ghekb igeob iieib fefb fefb gfemb jheob hfejb

�`�¤��²°�� jfefb hfefb mfehb kkelb gffefb ilejb lfemb jheob joejb

�H8¼H�¥S:�®
X3³+�°��

nfefb lmekb jlenb jjejb llemb mhemb jheob ikemb kjeib

���¼D�¥S:�®
X3¼X/³+�°��

lfefb kkefb hgeib ggegb gffefb jkekb ioeib kfefb jfegb

�20¡�¥?�¤��
²°��

fefb ihekb goegb iieib fefb gnehb megb hgejb goenb

��;¤��²°�� fefb ghekb ghenb ggegb fefb fefb gfemb gjeib gfekb

�93¤��²°�� fefb gfefb nekb hhehb fefb gnehb gjeib gjeib ggegb

5
=

chdE!��¤VI�°
X�ZF¡���<¤%
Q'�a�¡&²±°
[³�U��][�
R�¥�Â�¥��®-
�i�ª Y)�����
��

s
u
5
=

�su5=Ás~z}y|zxu{}wz�P,�G¥V�¤����G,¥�T³�GJ, _��5=��¥V�¤���¾¥��vqt¿1¡�©�À¡�G����²�°�

¿5=À

.��G,

H�BI%�_��_:�;@.A^`E�6ClD_eL^ G]�=�<OJgcUF*���Z72i�5TYKh:�._��?�!3i�XV/1@�Ma:�;E>(��;E
�4�;E'�&��;E�)'$�;E#(�;]\k��:�;,A`E G]�<i
d0�+�[TY_:�i�	TYKcUOE\_�=�<i�[UbPN�5�ZUF�
�=�<_8�i9jZNfE"_�^R-QWSKF

cgdE!C¤X�ZF¦
%Q�¡&�ª���-
¬$�¦ª°¬¥³g��
�Y´ �����

�
,

5
=

�
,

¿5=À

.��G,



14 
  

 

��	����
���������������������

J$D 9_^ 9�7*
;�9N�
5+�H�

;�9�+
���

94�

�C
��
q��
��
LE.M

;�9
��~t�
����
���

o}tx�
�tx�
I+0�
��

��

`%6x{n UT U] VZ X W V UY [ \Z

a%6x{n�"
��n

T T U U T T W T Y

b�|���Fp
�n

U VU VU X T UT UT [ [X

`%6x{n ]TS]P X[SYP YXSVP XXSXP UTTSTP UZS[P YWSZP YTSTP YVSUP

a%6x{n�"
��n

TSTP TSTP VSUP UUSUP TSTP TSTP UTS[P TSTP WSTP

b�|���Fp
�n

]SUP YVSYP XWS\P XXSXP TSTP \WSWP WYS[P YTSTP XXS\P

`T� T T U T T U T T V

a& �U� U UX UV U W T \ X XW

bU� V W Y T T W W U U[

cV� V V X U T T U U UU

dW�Y� Y T W V T T V U UW

eZ�UT� T T T T T T T T T

fUU�VT� T T T T T T T T T

gVU��� T T T T T T T T T

`T� TSTP TSTP XSTP TSTP TSTP VYSTP TSTP TSTP VSWP

a& �U� UTSTP [WS[P X\STP VYSTP UTTSTP TSTP Y[SUP Y[SUP YTSTP

bU� VTSTP UYS\P VTSTP TSTP TSTP [YSTP VUSXP UXSWP U]S\P

cV� VTSTP UTSYP UZSTP VYSTP TSTP TSTP [SUP UXSWP UVS\P

dW�Y� YTSTP TSTP UVSTP YTSTP TSTP TSTP UXSWP UXSWP UYSUP

eZ�UT� TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP

fUU�VT� TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP

gVU��� TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP TSTP

`=,8��u
n�{n

X Y UT U T W X [ WX

a�u�����
n

U VT VT V V W UV Y ZY

b�u����
�n

T X V V T U X T UW

c�|���Fp
�n

Z UU UX X T Z \ V YU

`=,8��u
n�{n

WZSXP UVSYP VUS[P UUSUP TSTP VWSUP UXSWP YTSTP VTS]P

a�u�����
n

]SUP YTSTP XWSYP VVSVP UTTSTP VWSUP XVS]P WYS[P W]S]P

b�u����
�n

TSTP UTSTP XSWP VVSVP TSTP [S[P UXSWP TSTP \STP

c�|���Fp
�n

YXSYP V[SYP WTSXP XXSXP TSTP XZSVP V\SZP UXSWP WUSWP

/
2

�
&

l�Xm;����
I�K>sGAw
�{��h�+x
{�4�%6x{
n�"���y
ri

/
2

�
&

/
2

�
&

l�Ym�X�h`
j%6x{nk��
?w�{'�q�
nx�yi;��
��I�K>��
+x{�4�}n
�%6�Bp��
�h��<!�%
6�#�w��y
riQ3)1��q
Bp�@-�yR

l�Zm;����
I�K>sGAw
�{��hzvr�
��4�����
���Q�+�O�
�(:	R��u
���}n�h�
��o�qBp�
yri



15 
  

 
 
 
 

30.0%%

19.5%%

16.8%%

15.4%%

11.1%%

19.4%%

21.5%%

14.6%%

18.9%%

6.7%%

9.3%%

10.9%%

11.5%%

12.9%%

12.7%%

9.8%%

10.4%%

3.3%%

4.2%%

10.9%%

11.5%%

0.0%%

3.8%%

14.6%%

7.0%%

13.3%%

6.8%%

24.1%%

19.2%%

33.3%%

12.9%%

21.5%%

14.6%%

17.0%%

26.7%%

22.9%%

16.1%%

15.4%%

22.2%%

25.8%%

15.2%%

12.2%%

18.7%%

20.0%%

18.6%%

7.3%%

3.8%%

33.3%%

16.1%%

13.9%%

17.1%%

13.8%%

0.0%%

11.0%%

6.6%%

11.5%%

6.5%%

2.5%%

7.3%%

6.8%%

0.0%%

4.2%%

4.4%%

3.8%%

3.8%%

4.9%%

3.6%%

0.0%%

3.4%%

2.9%%

7.7%%

6.5%%

5.1%%

4.9%%

3.8%%

0%% 10%% 20%% 30%% 40%% 50%% 60%% 70%% 80%% 90%% 100%%

8�JA%

8��7'�

:�8O�6*�G��

:�8�*y�}�

8�5��

�>
	�\rm�
��L@+N�

:�8qlg_t�
|�{�~�z�

Zf_aon_ao�
H*-����

���

�3T(2):���kF=buH�J;jahU2k�B!^PYj wvuKx	EW�MK
�CXlR�Sl�]s&�3foiI#ah_e`YVQ�

①	1x?hudpl��� ②�*"AiH�x%[u���

③5�l�3x$,bu��� ④O�k]]wu���

⑤<.�<�lD0]sH*x%[u��� ⑥���9�lD0]sH*�H'x%[u���

⑦)(jcl4�k]]wu��� ⑧�1k]]wu���

⑨/*k]]wu���



16 
  

 

 
 
 
  

54.9%&

30.2%&

20.4%&

49.4%&

54.3%&40.1%&

19.8%&

10.5%&

11.1%&

0.0%&

10.0%&

20.0%&

30.0%&

40.0%&

50.0%&

60.0%&

①	!K,@H?
FD�	�

②���-A1�
K�9H�	�

③&�D�$K�
�=H�	�

④4�C::JH
�	�

⑤*�L*
D/
 :G1�K�9H

�	�

⑥��L'�D/
 :G1�L1�K
�9H�	�

⑦��B>D%
C::JH�	�

⑧�!C::JH
�	�

⑨��C::JH
�	�

MT�#:GE?	36(2)(���C0+=H1�2)B<
@7"C�.�;58B�JIH�3�



17 
  

	 

ŤÜ4Ě;EDƲÌűxğ5ǖøıƅ4�Dƣħ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 6ûè9×Ö7�

ŤÜş6àø 23á 3ę 11Ĕ5ĢĔĞÈǊň1ľļ�Ģwǉ�ūp£Ê�śǉùvċç5ĉÕóŋƮĉ�

4ACÈ�3ƒÑ4ƔƈGE/�;'�1CG ǔ1Ʋ5ƒÑ6Ń�0�C�ëƇ5Ā�ú13DxğƄø

Hĕò4ƶ>/��3 E73B3�1�-*Å��Ʋįévſ@Ɔĺ��BÇ�Ɓ�EDA�43-/�

;&*� 

ŤÜÈÌ06�àø 23 á 4 ę4ćąāŉǚ�.�&;9�&;ĝġćąVmWoǛ�àø 25 á 4 ę4ţ

�xČƄclOifǚ9�&;ĝġǔnƲČƄclOifǛ�àø 25á 7ę4šŨāŉǚŒÂĉÕƅšŨùǛ

HĎ�&�xğƄø4�>/;�C;&*�&�&pĒ0�ŤÜş6Ģ� 6ş0³p�ƲÌűÌƻ53�ş�

0�C�ŤÜ4Ě;EDƲÌűxğ5ǖø��;+4s¡�0�D1��Őō��C;'�"EB5Őō@

ŤÜÈÌ5"E;05Ŀ�øĥ32Hư;��ƲÌűxğƄø5āŉ13DČƄšŨųżǚÌƻnÌǒŬǛ

5ƜŽ4.�/Įƚ&/�;'� 
 
6č5ā9pÑ[Õ�H£�a·Ď�7�

"E;05Ŀ��B�ŤÜ4Ě;EDƲÌű5xğǖø6�|r5 4.5Ē¬0îƓ+1ž�/�;'� 
 

� §�ìHl³*Eā¾[Ð�ªjH£�a·�

ķ@¼Ã�ÈĶ32ŒÂu5ĉÕƅ5�÷1œ÷ű:5åǎ4.�/�šŨ5Ę�Ź0Ì8;'�"EH

?14Öġ5ŤÜş5ƲįnƲĠ4� DƭņĿŕ�ƲįœŔ5ĒĻHšŨ&/��;'� 

�Öġ6�ƲįśÚHć�DüƑſ�½¾ƲįHć�DƐĊnƲį¸�Ƃ²: 

 Ã_c9ā¾å�[JLXUOTPH£�a·�

Ę�Ū5�ŋĪ¿@ÒŘǕǖ325œŔüƑ�)&/ŐÁ5ƲįŴ¶5Ï÷HÌ8;'�)5ŠƤnŴǗ

�Băŷ§ƅ3ƲįŴ¶5hYk@�ÞnƨÆƻǂ:1ÇƗ�$(*ǜĲŔį�5aS]ThYkHüƑ

ŜnŴńŜ4šŨ&/��;'� 

�Öġ6�ƲįśÚHć�DüƑſ�ǍđŜ3ƲįŴ¶ſ�Ʋ1ƵĆ&*�Þnŀƴ~į: 

� ā¸pÑ[��2#DH£�a·�

ƲįœŔ5ƈ¨0�C�œĿ5Á0�DƲĠ½¾5�œnĿó�5Ēů4.�/Ïǆ5v�49E3�B

Ì8;'��ĵ5Ē�15ÏƯ�B�½¾�ÿ�D´ǐ5ƘĹ4¬ *ĒůHšŨ&;'� 

�Öġ6�½¾5�B&Hć�DƐĊnNPO¸�Ŭ5Ƃ²: 

� č9�n[V\SNPQWH£�a·�

Olo_k��ƶ=u05ƲŔŋnǔ±ŀƴ5{ų<@�ǔ±5Í�Ţ�5ĒĻ4.�/Ì8;'�)5

ŠƔHdoT4ŤÜ�Şǌ'DƲŔŋ@ǔ±:5ǓƝ5ûĂHŝĄ'đ&��Þn�ËüƑ@łƬſ5�

ǏHêDŀƴ5{ų<HšŨ&;'� 

�Öġ6�ǔ±ŔįHĀ�üƑſ�Í�ÍíH��D"15�ġDŀƴnØÆ~į: 

"EB5xğHƄø'D*>��ŸªťÌ1&/5ƲÌ”��½¾0ĿƱ'Dxğ”��bJok[Hƾƕ&*

ČƄnšŨ	 1�-*ŉHŌƊ1'DƲÌűxğǖøųż5ƜŽHĮƚ&/�;'� 

Û���ā�âa·Ď�äç� ûè9Àô[Í��

 

"5ImPoZ6�ǘĩ0ƶÌĄ×4ä*BE/�DČ²5ĒHÓƧ4�ÈÌ5ƲÌƻ@ŤÜş5Ʋį4

Ó'D#öƔH���ŤÜÈÌ5ČƄHAC�Ï&*?54'D*>5¤žƭď1$(/�*+�?50'� 

"5ImPoZ0êBE*õÀ6qƛ5ŝŜ5*>5Ŷƙƭď1&/5<Ŀŕ�*&;'�.�;&/6�

�ï&�1"FƠ4ôź0'��ImPoZ4�Ů��+$�;'A��AF&��Ǒ�Ŗ&q!;'� 

� ©4*!2�±µ=48y�9ĂhÓ�à83&¢qH�Č��-)=*3�

Ⅲ．「福島に望まれる農学系人材機能に係る調査」（高校進路指導者向け及び企業等向けアンケート調査）質問票	 

１．高校進路指導者向けアンケート調査	 調査票	 
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○福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する検討体制を定める要項 

 

制定 平成２７年４月１４日 

改正 平成28年3月30日 

 

 （趣旨） 

第１条 この要項は、福島大学（以下「本学」という。）における農学系人材養成機能のあり方に関する検討を

行うための体制について定めるものとする。 

（検討体制） 

第２条 本学に、本学における農学系人材養成機能のあり方に関する基本的事項を検討するため、福島大学農学

系人材養成機能のあり方に関する協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

２ 本学に、本学における農学系人材養成機能の具体的なあり方を検討するため、福島大学農学系人材養成機能

のあり方に関する検討会（以下「検討会」という。）を置く。 

（協議会の組織及び協議事項） 

第３条 協議会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

一 副学長のうち学長の指名した者 ２人 

二 本学教員 若干名 

三 事務局長 

四 福島県及び農業関連団体の職員 若干名 

五 その他、本学における農学系人材養成機能のあり方に関する基本的な事項の検討のために学長が必要と認

める者 

２ 協議会においては、次の各号に掲げる事項について協議する。 

一 本学が担うべき、社会から望まれる農学系人材養成機能に関する基本的な考え方や理念に関すること。 

二 その他、本学における農学系人材養成機能の基本的事項を検討するにあたって必要と認められる事項。 

（検討会の組織及び検討事項） 

第４条 検討会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

一 副学長のうち学長の指名した者 

二 各学類長 

三 本学教員 若干名 

四 事務局長 

五 福島県及び農業関連団体の職員 若干名 

六 その他、本学における農学系人材養成機能の具体的なあり方の検討のために学長が必要と認める者 

２ 検討会においては、次の各号に掲げる事項について検討する。 

一 本学に求められる農学系人材像に関すること。 

 二 本学が輩出すべき農学系人材に必要な資質・知識・技能等に関すること。 

三 本学が行う農学系人材養成機能のために必要な環境整備に関すること。 

四 その他、本学における農学系人材養成機能の具体的なあり方を検討するにあたって必要と認められる事項。 

（委嘱） 

第５条 第３条第１項第４号及び第５号、前条第１項第５号及び第６号に規定する委員は、学長が委嘱する。 

（委員長等） 
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第６条 協議会及び検討会に委員長を置き、それぞれ第３条第１項第１号の委員のうち学長の指名した者及び第

４条第１項第１号の委員をもって充てる。 

２ 委員長は、会議を招集し、その議長となる。 

３ 協議会及び検討会に副委員長を置き、委員の互選により定める。 

４ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代行する。 

（委員以外の者の出席） 

第７条 協議会及び検討会が必要と認めたときは、それぞれの委員以外の者を出席させ、説明又は意見を聴くこ

とができる。 

 （事務） 

第８条 協議会及び検討会に関する事務は、関係する部局の協力を得て農学系教育研究組織設置準備事務室にお

いて処理する。 

（雑則） 

第９条 この要項に定めるもののほか、協議会及び検討会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

この要項は、平成２７年４月１４日から施行する。 

附 則 

この要項は、平成２８年４月１日から施行する。 
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福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する協議会 

委員名簿 

 

  

◎中田 スウラ  理事・副学長（総務担当） 

 

小 沢  喜 仁  理事・副学長（研究・地域連携担当） 

 

若 井  祐 次  理事・事務局長 

 

阿 部  高 樹  経済経営学類長 

 

青 柳     斉   農学系教育研究組織設置準備室長 

 

小 山  良 太  経済経営学類教授 

 

伊 藤  泰 夫  福島県企画調整部長 

 

小 野  和 彦  福島県農林水産部長 

 

鈴 木  淳 一  福島県教育委員会教育長 

 

川 上  雅 則  ＪＡ福島中央会常務 

 

◎：委員長 

  

（平成２８年５月１日現在） 
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福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する検討会 

委員名簿 

 

 ◎小沢 喜仁  理事・副学長（研究・地域連携担当） 

 

若井 祐次  理事・事務局長 

 

千葉 養伍  人間発達文化学類長 

 

久我 和巳  行政政策学類長 

 

阿部 高樹  経済経営学類長 

 

二見 亮弘  共生システム理工学類長 

 

青柳    斉  農学系教育研究組織設置準備室長 

 

小山 良太  経済経営学類教授 

 

守友 裕一  経済経営学類特任教授 

 

林 千鶴雄  福島県企画調整部企画調整課長 

 

天野  亘  福島県農林水産部農林企画課長 

 

武田 信敏  福島県農林水産部農業担い手課長 

 

井上 久雄  福島県農業総合センター副所長 

 

阿部 武彦  福島県教育庁高校教育課長 

 

遊佐 正広  ＪＡ福島中央会総務部長 

 

◎：委員長                     （平成２８年５月１日現在） 
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